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ぼくはことしで、にっ田先生のろん語じゅくにかよって一年になります。ぼくのおじいちゃんがしょうかいし

てくれました。はじめのころは、ざぜんをするとき、足がしびれておもしろくなくなってしまいました。そんな

ときもやらせられました。やめたかったです。それでもかよっていたら、だんだんろん語のいみがわかってきま

した。それとざぜんのときも足がしびれなくなっていきました。そうしたらろん語がどんどん楽しくなってきま

した。 
 ぼくがすきなしょうくは、「子のたまわく、これを知るものは、これを好むものにしかず。これを好むものは、

これを楽しむものにしかず。」です。このしょうくのいみは、知るよりすきなほうがいいし、すきより楽しいほ

うがいいということです。 
 ぼくは今、大すきなサッカーをならっています。れんしゅうをいっぱい楽しんで、今よりもうまくなり、しあ

いでかつやくしたいとおもいます。 
 ぼくが、はじめてみんなの前で素読をしたときは、とてもきんちょうしました。でも、おわったときに、にっ

田先生がやさしく声をかけてくれたので、ちゃんとよめたんだとおもいました。とてもうれしかったです。 
 これからも、ろん語をもっと好きになれるように、そして「楽しい」とおもえるようにがんばってろん語をつ

づけたいです。 
※なお、来月(7 月)は市澤 一輝君にお願いします。 
◆アンケートにご協力ありがとうございました。 

 「論語の本の出版に関わるお願い」のアンケートに対し、42名の塾生・保護者の皆さんからご自分の好きな章

句を選んで頂きました。それらを尊重しつつ、私の考えも加味して最終判断したいと思っています。 
◆あすは「父

ちち

の日
ひ

」です。 
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天使幼稚園・年長組〈幼稚園名〉 主婦 
グランドでの外遊び〈好きな教科〉国語・音楽 

幼稚園の友達と遊ぶこと〈趣味・好きなこと〉コーラス・折り紙 
お父さんとお母さん〈尊敬する人〉 両親 

将来の夢は宇宙飛行士かスピードスケート選手〈その他〉主人を 10 年前に亡くし、今は一人暮らし。子供は 

になること。絵本を読むのが好きで特に、こび     二人いて、孫は 4人いる。趣味のコーラスを毎週一 

とのづかんが大好きです。好きな食べ物は、か     回楽しんでいる。性格はのん気な方で、嫌なことは 

ら揚げ、パン、トマトです。体操教室に通って     出来るだけ早く忘れるようにしている。食べ物の好 

跳び箱・鉄棒・平均台に挑戦しています。性格     き嫌いはなく、果物は大好物。論語で子供さん方の 

は明るく人を笑わせるのが得意です。         素読を聞いて、元気をもらっている。 
〈先生からのコメント〉 

3 歳の弟と 3 か月の妹ができて、とてもかわい     75 歳を過ぎて論語と坐禅に挑戦するというその心  

がるそうです。友達と外で元気に遊ぶのが大好      意気に感動。論語の講義は真剣に聴いているが、交

きだとのこと。友達思いの心の優しいところが      通事故の後遺症もあり、物忘れがひどく、帰宅して

武流君の素晴らしいところだと思います。        から私が話した内容及び補助テキストを全て書写す

お父さん、お母さんの言うことは、よく聞くと      るようにしているとのこと。また、たまに目まいが

のこと。将来の夢が、なぜ宇宙飛行士なのか、      して辛いこともあるが、クヨクヨせず乗り切ってい

今度ゆっくり聞かせて下さいね。弟さん、妹さ      るのだそうです。誠に頭が下がります。自分としっ

んと仲良くしてこれからも論語塾に来てくれ       かり向き合って厳しく生きられている方だと強く    

ることを楽しみにしていますからね。          感じました。 
※7 月は大岩 響子さんと池ヶ谷 昌之さんを紹介します。 
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